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（論文内容の要 旨）

文法誤 り訂正や誤 り検 出 といった自然言語処理による言語学習者支援の研究が盛

んに行なわれ るようになって きた． しか しなが ら，自然言語処理による学習者支援

を行 な う上で重要である大規模 な学習者 コーパスがない とい った問題がある．本論

文では，まず，語学学習SNSの 添削ログか ら大規模な第2言 語学習者 コーパスの作

成 を行なった． この コーパス は簡単に大規模に手に入れることができ，さまざまな

トピックやス タイルをカバー してお り，学習者 と教師両方 にとって重要 な知識源 と

なる．

また， これ までの第2言 語学習者の作文誤 り訂正では誤 りを限定 して行な うこと

が多かったが，実際の学習者の誤 りには様 々な誤 りが含 まれてい る．そこで，本論

文では統計的機械翻訳の手法 を誤 り訂正 に応用 して，全ての誤 りを対象 に日本語／英

語の文法誤 り訂正 を行な った． 日本語学習者の文 には誤 りやひ らがなが多 く含 まれ

てい るため，単語分割 に失敗 して しまうという問題 もある．本論文で は，単語分割

の問題 を解決するために文字単位 を用いた手法を提案 した．文字単位の手法を用い

ることで，誤 り訂正の精度 が向上す るこ とを確認 した．

英語に対 しても， 日本語 同様 に統計的機械翻訳の手法を用 いて文法誤 り訂正 を行

ない，本手法が どの誤 りタイプに有効であるかを調査 した． また，複単語表現 を考

慮 した文法誤 り訂正，品詞や構文情報 を考慮 した リランキングが英語文法誤 り訂正

に有効であることを示 した．



氏 名 水本智也

（論文審査結果の要 旨）

平成27年4月27日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成27年5月28日 に本博 士

論文の審査 を行った．以下の とお り，本博士論文は，提案者 が独 立 した研究者 とし

て，研究活動 を続 けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すものと認める．

水本智也 は，本博士論文 において，語学学習SNSか ら大規模な文法誤 り事例 と誤

り修正文の対応 データを自動的に抽出で きることを示 し， こうして得 られた学習者

データに統計的機械翻訳手法 を適用す る様 々な手法を提案 した．本学位論文の貢献

は次の ようにまとめることがで きる．

1．言語学習者の作文に見 られる文法誤 りを母語話者 が修正 する相互添削サイ ト

Lang－8の デー タか ら，学習者の文法誤 りが存在する文 とその修正結果の対応

を取 った大規模 なコーパスを整理 し，公開 した．

2．文法誤 りを含む 日本語学習者の文が通常の形態素解析等で正 しく解析で きない

場合が多いことか ら，学習者の文 を単語単位だ けではな く文字単位で扱 い，修

正後の文 を単語単位で扱 う方法 を提案 し，その有効性 や特徴 について確認 し，

学習者 の母語 による影響な どを明 らかに した．

3．学習者 コーパスのサイズ と文法誤 り訂正の精度の関係 について調査 し，データ

サイズ を増す ことで精度 が向上する誤 りのタイプ とそ うでない タイプがある

ことを確認 し，文法誤 りタイプに応 じた素性の設計の重要性 を明 らかにした．

4．複単語表現を考慮す る文法誤 り訂正法を提案 し，その効果 を検証 した．

5．文 中の広 い前後文脈 を見なければ訂正が困難な文法誤 りの存在 に対応 するた

め，誤 り訂正 の複数の候補 を生成 した上でそれ らを リランキングする手法 を提

案 し，誤 り訂正の精度 が向上することを示 した．

機械翻訳技術を利用 した文法誤 り訂正手法法 を提案 した本研究は，独創性 が高 く，

また，大規模 な学習者デー タを提供す るとい う視点か らも自然言語処理の分野にお

いて高い貢献 があると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認 める．


